
 

2026年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 
ゼミナールⅢ 

（Seminar Ⅲ） 
担当教員 

伴 浩美 

（バン ヒロミ） 

2020-23 年度 
入学者（20K-23K） 

科目コード 科目区分 
必修・ 
選択区分 

単位数 配当年次 開講期 
科目
特性 

協同学修型 AL／外部講師招聘 

科目 

2025-0-31-060 
ゼ ミ ナ ー
ル科目 

必修 2 単位 3 年次 通年 

2024-26 年度 
入学者（24K-26K） 

科目コード 科目区分 
必修・ 
選択区分 

単位数 配当年次 開講期 
科目
特性 

協同学修型 AL／外部講師招聘 

科目 

2425-0-31-005 
ゼ ミ ナ ー
ル科目 

必修 2 単位 3 年次 通年 

 

① 授業のねらい・概要 

本ゼミでは、子育て支援を社会経済的課題として位置づけ、経済政策、企業経営、地域ビジネスの観点から実証的に分析する。特に、

子育て支援制度や企業の両立支援施策が労働参加、地域経済、企業活動に与える影響について理解を深めることを目的とする。 

授業では、先行研究の検討、統計データ分析、ケーススタディ、フィールドワークを実施し、調査・分析に基づく考察を行う。 

地域社会への貢献を視野に入れた研究を行う。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

地域社会に貢献する姿勢／職業人として通用する能力／専門的知識・技能を活用する能力／コミュニケーション能力／ 

情報収集・分析力 

③ 授業の進め方・指示事項 

受講生が主体の活動であることを強く意識して臨むこと。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目と履修に望ましい予備知識・技能 

特になし。 

⑤ テキスト（教科書）※授業で使用する。 

テキスト指定なし。必要に応じて資料を配布する。 

⑥ 参考図書・指定図書 ※授業では使用しないが、授業内容に関係し、理解を深めるために必要とする。 

適宜紹介する。 

⑦ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

積極的に活動すること。 

⑧ 評価Ａに対応する具体的な学習到達目標の目安 

(1) 地域の抱える課題を認識・整理する。 

(2) 地域活性化における子育て支援の役割を理解する。 

(3) 地域社会と子育て支援との関係について持論を展開でき、考えを発表することができる。 

⑨ ルーブリック 

評価基準 Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

評価項目 

到達目標を越えた

レベルを達成して

いる 

到達目標を達成し

ている 

到達目標達成には

やや努力を要する 

到達目標達成には

努力を要する 

到達目標達成には

相当の努力を要す

る 

(1) 子育て支援

についての

理解 

自発的に論理展開

に必要な調査を十

分実施することが

できる 

自発的に論理展開

に必要な調査を実

施することができ

る 

論理展開に必要な

調査を一定程度実

施することができ

る 

指示された範囲で、

論理展開に必要な

調査を実施するこ

とができる 

指示された範囲の、

論理展開に必要な

調査が不十分であ

る 

(2) 子育て支援

と地域の関

係について 

子育て支援の理解

ができて、地域にお

ける役割を十分理

解できる 

子育て支援の理解

ができて、地域にお

ける役割を理解で

きる 

子育て支援の理解

ができて、地域にお

ける役割をある程

度理解できる 

子育て支援の理解

および、地域におけ

る役割をあまり理

解できない 

子育て支援の理解

および、地域におけ

る役割を全く理解

できない 

(3) 発表に関す

る能力 

活動内容を基に聴

衆を引きつける発

表ができる 

聴衆に正確に理解

される発表ができ

る 

聴衆に理解される

発表ができる 

聴衆に発表の内容

がほとんど理解さ

れない 

聴衆に発表の内容

が理解されない 

 



 

 

⑩ 学習の到達目標（評価項目）とその評価の方法、フィードバックの方法 

学習到達目標（評価項目） 
定期試験 

（レポート含む） 
小テスト 課題 

発表・ 

実技 

授業への 

取組姿勢･意欲 
その他 合計 

総合評価割合    55% 45%  100% 

(1) 子育て支援についての理解    20% 15%  35% 

(2) 子育て支援と地域の関係について    20% 15%  35% 

(3) 発表に関する能力    15% 15%  30% 

評価項目「その他」詳細  

フィードバックの方法 受講生同士の活発な討論を随時行う。 

⑪ 授業計画と学習課題 

回数 授業の内容 授業外の学習課題と時間（分）（※特別な持参物） 

1 ガイダンス 年間予定の確認 180 分 

2 活動内容概観 目指す方向性の確認 180 分 

3 ゼミ受講生の問題意識の相互確認 協同作業と自発的学習活動の重要性の確認 180 分 

4 子育て支援に関する文献紹介・講読・研究 子育て支援の問題の理解 180 分 

5 子育て支援に関する文献紹介・講読・研究 子育て支援の問題の理解 180 分 

6 子育て支援に関する文献紹介・講読・研究 子育て支援の問題の理解 180 分 

7 子育て支援に関する文献紹介・講読・研究 子育て支援の問題の理解 180 分 

8 取り組むテーマの情報収集と報告 資料整理・保育園訪問等 180 分 

9 取り組むテーマの情報収集と報告 資料整理・保育園訪問等 180 分 

10 取り組むテーマの情報収集と報告 資料整理・保育園訪問等 180 分 

11 取り組むテーマの情報収集と報告 資料整理・保育園訪問等 180 分 

12 取り組むテーマの情報収集と報告 資料整理・保育園訪問等 180 分 

13 取り組むテーマの情報収集と報告 資料整理・保育園訪問等 180 分 

14 取り組むテーマの情報収集と報告 資料整理・保育園訪問等 180 分 

15 取り組むテーマの情報収集と報告 資料整理・保育園訪問等 180 分 

16 取り組むテーマの情報収集と報告 資料整理・保育園訪問等 180 分 

17 取り組むテーマの情報収集と報告 資料整理・保育園訪問等 180 分 

18 取り組むテーマの情報収集と報告 資料整理・保育園訪問等 180 分 

19 取り組むテーマの情報収集と報告 資料整理・保育園訪問等 180 分 

20 取り組むテーマの情報収集と報告 資料整理・保育園訪問等 180 分 

21 発表会準備  発表資料作成 180 分 

22 発表会準備  発表資料作成 180 分 

23 発表会準備  発表資料作成 180 分 

24 発表会準備  発表資料作成 180 分 

25 発表会準備  発表練習 180 分 



 

26 報告書作成  報告書作成  180 分 

27 報告書作成 報告書作成  180 分 

28 報告書作成 報告書作成  180 分 

29 報告書作成 報告書作成  180 分 

30 報告書作成 報告書作成  180 分 

⑫ アクティブラーニングについて 

協同学修型 AL で行う。課履修生自らが積極的に行動し、協同で文献研究及び子育て支援について理解し、地域づくりの検討をする。  

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑬ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

実務経験と授業科目との関連性 

 

 


